
巻
十
九
　
第
一
条

文補
１

須
有

於
天
下補

２

（
＝
文
字
は
必
ず

や
天
下
を
益
す
べ
き
の
事
）

【
本
文
と
そ
の
古
語
訳
（
＝
訓
読
）】

文
之
不
可
絶
於
天
地
之
間補

３

者
、
曰
、
明
道補

４

也
、
紀
政
事補

５

也
、

察
民
隱補

６

也
、
樂
道
人
之
善補

７

也
、
若
此
者
、
有

於
天
下
、
有
�
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【
注
釈
】

『
日
知
●
集
釋
』
註
釈
〔
第
四
回
〕
上

宮
　
内
　
　
　
保

玉
　
城
　
　
　
要

通
行
本
の
『
日
知
●
』、
す
な
わ
ち
潘
耒
（
一
六
四
四
〜
一
七
〇
八
）
の
編
に
係か
か

る
三
十
二
巻
本
お
よ
び
黄
汝
成
（
一
七
九
九

〜
一
八
三
七
）
撰
『
集
釋
』、
の
巻
十
九
か
ら
巻
二
十
一
に
か
け
て
の
三
巻
八
十
七
条
は
、
さ
な
が
ら
「
藝
文
」
論
争
集
と
で
も

命
ず
可
き
趣
き
を
も
つ
。
文
章
（
巻
十
九
）・
史
事
（
巻
二
十
）・
風
雅
（
巻
二
十
一
）
に
関
す
る
論
議
が
、
論
者
顧
炎
武
（
一

六
一
三
〜
八
二
）
の
狷
志
も
あ
ら
わ
に
、
積
み
重
ね
ら
れ
て
行
く
か
ら
で
あ
る
。
そ
う
し
て
、
こ
の
〈
論
争
集
〉
の
劈
頭
に
配

さ
れ
た
《
文
須
有
　
於
天
下
》
《
文
不
貴
多
》
両
条
こ
そ
は
、
当
代
「
文
學
（
文、
章
お
よ
び
學、
問
）」
に
対
す
る
顧
炎
武
の

態
度
表
明

マ
ヌ
フ
エ
ス
ト

な
の
で
あ
る
。



於
將
來
、
多
一
篇
、
多
一
篇
之

矣
、
若
夫
怪
力
亂
神
之
事補

８

、

無
稽
之
言補

９

、
勦
襲
之
説
、
諛
佞
之
文
、
若
此
者
、
有
損
於
己
、

無

於
人
、
多
一
篇
、
多
一
篇
之
損
矣
、

文
の
天
地
の
間
に
絶
ゆ
可
か
ら
ざ
る
者ゆ
え

は
、
曰
く
、
道

を
明
ら
む
れ
ば
な
り
、
政
事
を
紀
せ
ば
な
り
、
民
隱
を
察あ
き

ら
む
れ
ば
な
り
、
人
の
善
を
道い
　

ふ
を
楽
し
め
ば
な
り
。
此か
く

の
如
け
れ
ば
、
天
下
を
益
す
る
有
り
、
将
来
を
益
す
る
有

り
て
、
一
篇
多
け
れ
ば
、
一
篇
の
益
多
し
（
矣
）。
若も
　

し

夫
れ
怪
力
乱
神
の
事
、
無
稽
よ
し
な
き

の
言
、
勦
襲
ぬ
す
み

の
説
、
諛
佞
へ
つ
ら
ひ

の

文
、
此
の
若ご
と

き
者は
　

、
己
を
損
な
ふ
有
り
て
、
人
を
益
す
る

無
く
、
一
篇
多
け
れ
ば
、
一
篇
の
損
な
ひ
多
し
（
矣
）。

【
集
釋
と
そ
の
古
語
訳
（
＝
訓
読
）】

〔
一
〕
錢
氏
曰
、
處
艱
難
者
、
勿
爲
怨
天
尤
人
之
言
、
處
貴
顯

者
、
勿
爲
矜
己
傲
物
之
言
、
論
學
術
、
勿
爲
非
聖
悖
道
之
言
、

評
人
物
、
勿
爲
黨
同
醜
正
之
言
、

銭
（
大

）
氏
曰
く
、
艱
難
に
処を
　

る
者
は
、
天
を
怨
み

人
を
尤と
が

む
る
の
言
を
為
す
勿
か
れ
。
貴
顕
に
処
る
者
は
、

己
を
矜ほ
こ

り
物
に
傲
る
の
言
を
為
す
勿
か
れ
。
学
術
を
論
じ

て
は
、
聖
を
非そ
し

り
道
に
悖も
と

る
の
言
を
為
す
勿
か
れ
。
人
物

を
評
し
て
は
、
同
じ
き
に
党く
み

し
正
し
き
を
醜
む

　
は
ず
か
し
　

る
勿
か
れ
、

と
。

〔
二
〕（
汝
成
曰
）
先
生
與
友
人
書
曰
、
孔
子
之
刪
述
六
經
、

即
伊
尹
太
公
救
民
於
水
火
之
心
、
而
今
之
注
蟲
魚
命
草
木
者
、

皆
不
足
以
語
此
也
、
故
曰
、
載
之
空
言
、
不
如
見
之
行
事
、

夫
春
秋
之
作
、
言
焉
而
已
、
而
謂
之
行
事
者
、
天
下
後
世
用

以
治
人
之
書
、
將
欲
謂
之
空
言
而
不
可
也
、
愚
不
揣
、
有
見

於
此
、
故
凡
文
之
不
關
於
六
經
之
指マ

マ

當
世
之
務
者
、
一
切
不

爲
、
而
既
以
明
道
求
人
、
則
於
當
今
之
所
通
患
而
未
嘗
專
指

其
人
者
、
亦
遂
不
敢
以
避
也
、

（
黄
汝
成
曰
く
、
亭
林
）
先
生
、
友
人
に
与
ふ
る
の
書
に

曰
く
、「
孔
子
の
六
経
を
刪
述
せ
し
は
、
即
ち
伊
尹
太
公

が
民
を
水
火
よ
り
救
は
ん
と
の
心
な
り
。
而し
か

れ
ば
今
の
虫

魚
を
注
し
草
木
に
命な
づ

く
る
者
、
皆
な
以
て
此
を
語
る
に
足

ら
ざ
る
な
り
。
故
に
、
之
を
空
言
に
載
す
る
は
之
を
行
事

に
見あ
ら

は
す
に
如
か
ず
、
と
は
曰
へ
り
。
夫
れ
春
秋
の
作
は

言
の
み
な
る
を
、
而
も
之
を
行
事
と
謂
ふ
は
、
天
下
と
後

世
と
用
ふ
る
に
人
を
治
む
る
の
書
を
以
て
す
れ
ば
、
之
を

空
言
と
謂
は
ん
と
将
│す

欲
る
も
、
可
な
ら
ざ
れ
ば
な
り
。
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愚
、
揣は
か

ら
ざ
れ
ど
も
、
此
に
見け
ん

有
り
。
故
に
凡
そ
文
の
六

経
の
旨
・
当
世
の
務
に
関
は
ら
ざ
る
者
は
、
一
切
為つ
く

ら
ざ

る
な
り
。
而
る
に
（
文
）
既
に
以
て
道
を
明
ら
め
人
を
救

ふ
、（
し
か
ら
ば
）
則
ち
当
今
の
通
患
す
る
所
に
し
て
、

而
も
未
だ
嘗
て
専
ら
其
の
人
を
指
さ
ざ
る
者
に
於
て
も
、

亦
た
遂
に
敢
て
以
て
避
け
ざ
る
な
り
」
と
。

【
註
釈
者
に
よ
る
補
注
】

１
、
文
　
か
の
地
（
＝
い
わ
ゆ
る
中
国
大
陸
）
に
お
け
る

「
文
」
の
語
は
、
古
来
〈
文
明
〉〈
文
章
〉
の
両
義
を
含
み
、

す
ぐ
れ
て
政
治
と
の
関
わ
り
を
強
く
も
つ
の
が
普
通
で
あ
る
。

だ
か
ら
、
例
え
ば
杜
甫
な
ど
も
「
文
章
千
古
事
、
得
失
寸
心

知
」（「
偶
題
」
詩
）
と
、
政
治
の
功
罪
を
認
知
す
る
た
め
の

媒
体
、
と
い
う
点
に
「
文
」（
こ
の
場
合
は
む
ろ
ん
詩
歌
の

意
だ
が
）
の
価
値
を
認
め
て
い
た
。
そ
の
杜
甫
か
ら
は
る
か

降
っ
た
時
代
の
人
と
は
い
え
、
顧
炎
武
の
場
合
も
例
外
で
は

な
く
て
、
例
え
ば
『
日
知

集
釋
』
巻
七
《
博
學
於
文
》
条

な
ど
の
よ
う
に
、
一
篇
の
文
中
に
両
義
が
分
明
し
が
た
く
混

在
し
て
い
る
と
い
っ
た
例
が
珍
し
く
な
い
の
で
あ
る
。

さ
て
、
本
条
の
「
文
」
が
〈
文
章
〉
の
意
で
あ
る
の
は
自

明
の
こ
と
と
し
て
、
い
ま
顧
炎
武
自
身
の
〈
文
章
〉
観
を
聴

く
な
ら
、
例
え
ば
【
集
釋
】〔
二
〕
の
引
用
を
通
じ
て
す
で

に
見
た
よ
う
に
、『
亭
林
文
集
』（
以
下
、
文
集
）
巻
四
所
収

の
《
與
人
書
三
》
で
は
「
凡
そ
文
の
六
経
の
旨
・
当
世
の
務

に
関
は
ら
ざ
る
者
は
、
一
切
為つ
く

ら
ざ
る
な
り
」
と
述
べ
て
い

た
。
文
章
は
経
書
の
趣
意
を
祖
述
し
時
事
の
問
題
に
言
及
し

て
こ
そ
価
値
（
存
在
理
由
）
が
あ
る
、
と
言
う
の
で
あ
る
。

更
に
、
ま
た
こ
う
も
言
う
、「
君
子
之
爲
學
、
以
明
道
也
、

以
救
世
也
、
徒
以
詩
文
而
已
、
所
謂
雕
蟲
篆
刻
、
亦
何
�
哉

〔
＝
世
の
指
導
者
が
学
問
す
る
の
は
、
そ
う
す
る
こ
と
で
道

を
明
ら
め
、
そ
う
す
る
こ
と
で
世
を
救
う
た
め
な
の
で
す
。

た
だ
詩
文
を
綴
る
た
め
だ
け
（
に
学
問
を
す
る
）
な
ら
、
そ

れ
は
例
の
彫
虫
篆
刻
（
の
作
業
）
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
り
ま

し
て
、（
そ
の
よ
う
な
文
字
に
）
い
っ
た
い
ど
ん
な
価
値
が

あ
り
ま
し
ょ
う
〕」（
《
與
人
書
二
十
五
》
）
と
。

顧
炎
武
の
〈
文
章
〉
観
は
か
く
、
か
つ
て
周
作
人
氏
が
下

し
た
定
義
に
擬
し
て
言
う
な
ら
、
明
ら
か
に
「
載
道
派
」
の

そ
れ
に
外
な
ら
ず
、
言
語
表
現
そ
の
も
の
に
価
値
を
認
め
る

こ
と
の
な
い
、
き
わ
め
て
禁
欲
的
な
立
場
か
ら
の
そ
れ
で
あ
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る
（『
中
國
新
文
學
之
源
流
』
第
二
講
、
参
照
。
も
っ
と
も

周
氏
が
謂
う
所
の
「
載
道
派
」「
言
志
派
」
は
、
そ
の
境
界

自
体
は
っ
き
り
し
な
い
、
か
な
り
曖
昧
な
概
念
な
の
だ
が
）。

思
う
に
、
か
の
地
で
は
古
来
、「
辞
は
達
す
る
の
み
〔
而

已
矣
〕」（『
論
語
』
衛
霊
公
篇
）
な
ど
と
は
言
い
条
、
他
方
、

言
語
表
現
の
〈
あ
そ
び
〉
す
な
わ
ち
「
雕
蟲
篆
刻
」
の
お
も

し
ろ
さ
を
認
め
る
発
言
も
決
し
て
少
な
く
は
な
か
っ
た
。
例

え
ば
「
言
以
足
志
、
文
以
足
言
、
不
言
誰
知
其
志
、
言
之
無

文
、
行
而
不
遠
」（『
左
傳
』
襄
公
二
十
五
年
）
な
る
あ
ま
り

に
著
名
な
言
を
始
め
て
、「
智
術
之
子
、
博
雅
之
人
、
藻
溢

於
辭
、
辭
盈
乎
氣
、
苑
囿
文
情
、
故
日
新
殊
致
。
…
…
凡
此

三
者
（
＝
對
問
・
七
・
連
珠
の
三
種
）、
文
章
之
支
派
、
暇

豫
之
末
造
也
」（『
文
心
雕
龍
』
雜
文
篇
）
な
ど
も
、
言
語
が

と
か
く
実
用
の
方
面
に
ば
か
り
偏
し
が
ち
で
あ
る
こ
と
へ
の

警
告
で
あ
っ
た
、
と
見
な
し
て
よ
か
ろ
う
。『
文
心
雕
龍
』

に
は
、
ほ
か
に
「
夫
書
記
廣
大
、
…
…
並
述
理
於
心
、
著
言

於
翰
、
雖
藝
文
之
末
品
、
而
政
事
之
先
務
也
」（
書
記
篇
）

と
い
っ
た
言
も
見
え
て
お
り
、
他
に
裴
子
野
の
「
雕
蟲
論
」

な
ど
を
挙
げ
つ
ら
う
ま
で
も
あ
る
ま
い
。
而
し
て
揚
雄
の

「
雕
蟲
篆
刻
」
論
や
魏
文
帝
「
論
文
」、
は
て
は
李
漢
の
「
貫

道
之
器
」
説
に
お
い
て
す
ら
、
言
語
表
現
の
〈
あ
そ
び
〉
を

容
認
す
る
寛
容
さ
を
兼
備
し
て
い
た
、
と
言
っ
て
よ
い
。

他
方
、
顧
炎
武
お
よ
び
後
來
の
い
わ
ゆ
る
浙
西
派
（
＝
呉

派
、
皖
派
）
考
証
学
に
属
す
る
人
々
の
文
章
に
は
そ
の
よ
う

な
寛
容
さ
が
乏
し
い
ば
か
り
か
、「
文
人
」
に
対
す
る
仮
借

な
さ
が
目
立
つ
よ
う
に
思
わ
れ
る
（
顧
炎
武
の
《
與
友
人
論

門
人
書
》
《
文
人
之
多
》
等
参
照
）。
わ
れ
わ
れ
は
こ
の
こ

と
を
如
何
に
解
す
れ
ば
よ
い
の
で
あ
ろ
う
。
顧
炎
武
自
身
の

資
質
に
起
因
す
る
に
違
い
は
な
い
の
だ
が
、
事
柄
は
さ
ほ
ど

に
単
純
で
も
な
か
ろ
う
。

２
、
天
下
　
『
詩
』
小
雅
《
北
山
》
の
「
溥
天
之
下
、
莫
非

王
土
、
率
土
之
濱
、
莫
非
王
臣
」
四
句
は
、
人
が
「
天
下
」

な
る
語
を
口
に
す
る
時
、
必
ず
思
い
浮
べ
る
十
六
文
字
で
あ

る
。「
天
下
」
と
は
、
い
か
に
も
〈
天
が
下
〉
な
る
広
大
無

辺
な
境
界
、
帝
王
の
統
治
権
が
及
ぶ
か
ぎ
り
の
地
域
、
の
こ

と
に
違
い
は
な
い
。
が
、
こ
の
時
そ
の
帝
王
と
は
、〈
天
が

下
〉
に
唯
一
無
二
な
る
存
在
な
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
条
件

が
整
っ
て
こ
そ
が
「
天
下
」
概
念
は
可
能
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
清
初
の
い
わ
ゆ
る
漢
人
に
と
っ
て
は
、
さ
よ
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う
な
「
天
下
」
概
念
な
ど
事
実
上
破
綻
し
て
し
ま
っ
て
い
た
。

彼
ら
に
と
っ
て
の
「
天
下
」
は
も
は
や
歴
史
上
の
概
念
、
言

い
換
え
れ
ば
過
去
の
遺
影
の
よ
う
な
も
の
で
し
か
な
か
っ
た
、

と
言
っ
て
よ
い
。

顧
炎
武
が
大
著
『
天
下
郡
國
利
病
書
』
の
い
わ
ば
ダ
イ
ジ

ェ
ス
ト
版
に
『
肇
域
論
』
と
銘
打
っ
た
の
も
、
実
は
そ
の
よ

う
な
「
天
下
」
概
念
の
変
化
へ
の
自
覚
に
基
づ
き
は
し
な
い

か
。
あ
る
い
は
本
条
に
お
い
て
も
、「
文
須
有

於
天
下
」

な
る
題
目
を
本
文
で
は
「
文
之
不
可
絶
於
天
地
之
間
」
と
言

い
換
え
て
い
る
が
、
こ
の
時
の
顧
炎
武
の
心
理
は
、
例
え
ば

《
正
始
》
（『
日
知
●
集
釋
』
巻
十
三
）
の
中
で
あ
ま
す
所

な
く
語
ら
れ
て
い
る
。
そ
う
言
え
ば
、〈
帝
王
〉
が
〈
唯
一

無
二
〉
の
存
在
で
な
く
な
る
歴
史
の
実
質
的
な
起
点
は
紛
れ

も
な
く
「
正
始
」
年
間
に
こ
そ
あ
っ
た
の
だ
っ
た
。

こ
の
こ
と
と
併
せ
て
、
本
文
中
に
「
有
　
於
天
下
、
有
□

於
將
來
」
と
「
天
下
（
＝
空
間
）」「
將
來
（
＝
時
間
）」
が

対
に
な
っ
て
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
見
落
と
し
て
は
な
る

ま
い
。
す
な
わ
ち
、
天
下
と
い
う
空
間
（
＝

緯
よ
こ
い
と

）
が
す
で

に
「
天
下
」
で
な
く
な
っ
た
い
ま
、
顧
炎
武
が
読
者
に
期
待

で
き
る
の
は
、
か
つ
て
孔
子
や
司
馬
遷
が
そ
う
し
た
よ
う
に
、

百
年
か
五
百
年
か
の
将
来
と
い
う
時
間
（
＝

経
た
て
い
と

）
以
外
で

は
な
い
。
だ
か
ら
《
初
刻
日
知
●
自
序
》
に
も
「
須
絶
筆
之

後
、
藏
之
名
山
、
以
待
撫
世
宰
物
者
之
求
」
と
言
う
の
で
あ

る
。

３
、
文
之
…
…
天
地
間

『
荀
子
』
勸
學
篇
に
、「
書
者
政
事

之
紀
也
、
詩
者
中
聲
之
所
止
也
、
禮
者
法
之
大
分
類
之
綱
紀

也
、
…
…
禮
之
敬
文
也
、
樂
之
中
和
也
、
詩
書
之
博
也
、
春

秋
之
微
也
、
在
天
地
之
間
者
畢
矣
、〔
＝
『
書
』
は
政
（
教

に
係
る
諸
事
の
中
か
ら
善
）
事
を
取
り
出
し
て
書
き
留
め
た

も
の
、『
詩
』
は
（
さ
ま
ざ
ま
な
音
律
の
中
か
ら
）
和
音
だ

け
を
集
め
た
も
の
、『
禮
』
は
法
規
・
規
範
の
大
本
を
な
す

も
の
で
あ
る
。
…
…
、『
禮
』
の
慎
し
み
深
さ
典
雅
さ
、『
樂
』

の
調
和
、『
詩
』『
書
』
の
該
博
さ
、『
春
秋
』
の
隠
微
さ
、

こ
れ
ら
の
文
章
に
よ
っ
て
こ
の
世
の
森
羅
万
象
は
網
羅
さ
れ

て
い
る
〕」
と
言
う
。
す
な
わ
ち
「
天
地
之
間
」
に
あ
っ
て

の
至
文
、
従
っ
て
「
不
可
絶
」
の
文
章
は
六
経
（
も
っ
と
も
、

こ
こ
で
は
『
易
』
を
欠
く
が
）
な
の
で
あ
り
、
就
中
『
禮
』

『
詩
』『
書
』
は
絶
対
的
価
値
を
有
す
る
、
と
い
う
の
が
荀
况

の
主
張
で
あ
る
。
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こ
う
し
た
議
論
が
漢
の
賈
誼
・
董
仲
舒
ら
に
引
継
が
れ
る

こ
と
周
知
の
通
り
で
あ
る
が
、
さ
て
、
顧
炎
武
お
よ
び
後
の

と
り
わ
け
浙
西
派
考
証
学
の
面
々
に
よ
る
「
文
」
論
の
根
底

を
な
す
も
の
も
、
亦
た
こ
の
議
論
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
錢
大

�
（
一
七
二
八
〜
一
八
〇
四
）
は
、「
秦
漢
以
下
、
經
與
道

分
、
文
又
與
經
分
、
史
家
至
區
道
學
・
儒
林
・
文
苑
而
三
之
、

夫
道
之
顯
者
謂
之
文
、
六
經
史
子
皆
至
文
也
、
後
世
傳
文
苑
、

徒
取
工
於
詞
翰
者
列
之
、
而
或
不
加
察
、
輒
嗤
文
章
小
技
、

以
爲
壯
夫
不
爲
、
是
恥
●
●
之
繍
而
忘
布
帛
之
利
天
下
、
執

糠
秕
之
細
而
●
菽
粟
之
活
萬
世
也
〔
＝
秦
漢
以
降
、
経
（
典
）

が
道
（
理
）
と
分
れ
、
さ
ら
に
文
（
章
）
が
経
（
典
）
と
分

れ
る
と
、
史
家
は
（
正
史
な
ど
を
著
わ
す
に
当
っ
て
）
道
学

と
儒
林
と
文
苑
を
区
分
す
る
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
い

っ
た
い
道
（
理
）
が
顕
現
し
て
い
て
こ
そ
文
（
章
）
な
の
だ

か
ら
、
経
（
書
）
子
（
書
）
史
（
書
）
は
い
ず
れ
も
至
文
な

の
で
あ
る
。
そ
れ
な
の
に
後
世
の
文
苑
で
は
、
措
辞
用
語
の

工
夫
に
ば
か
り
か
ま
け
て
程
を
弁
え
な
か
っ
た
た
め
に
、
文

章
は
小
技
な
り
な
ど
と
嘲
ら
れ
、
一
端
の
男
子
が
手
を
染
め

る
こ
と
で
は
な
い
と
さ
え
言
わ
れ
の
だ
っ
た
。
が
、
こ
れ
は
、

派
手
な
晴
れ
着
ば
か
り
に
気
を
と
ら
れ
て
布
帛
の
価
値
を
見

落
と
す
の
た
ぐ
い
で
あ
り
、
糟
糠
に
か
ま
け
る
あ
ま
り
に
菽

粟
ま
で
見
限
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
〕」（『
潛
研
堂
文
集
』

巻
二
十
六
《
味
經
窩
類
稿
序
》
）
と
言
う
。
つ
ま
り
は
、
経

（
典
）・
道
（
理
）・
文
（
章
）
が
三
位
一
体
の
関
係
を
保
ち

つ
づ
け
る
こ
と
こ
そ
が
肝
腰
な
の
だ
、
と
言
う
の
で
あ
る
。

そ
れ
故
に
亦
た
「
我
國
家
崇
尚
實
學
、
儒
教
振
興
、
一
洗
明

季
空
疎
之
陋
〔
＝
わ
が
朝
で
は
（
前
明ミ
ン

と
違
っ
て
）
実
学
を

重
ん
じ
る
故
に
、
儒
学
が
大
い
に
振
い
、
明
末
の
学
の
空
疎

を
一
掃
で
き
た
〕」（
同
前
巻
二
十
四
《
經
籍
●
詁
序
》
）
と

手
放
し
の
喜
び
を
表
明
し
て
み
せ
る
。

４
、
明
道

「
道
の
何
為た
　

る
か
を
明
ら
め
る
」
と
は
具
体
的
に

は
何
を
ど
う
す
る
と
い
う
こ
と
な
の
か
。
顧
炎
武
は
《
與
友

人
論
學
書
》
（
文
集
巻
三
）
に
「
愚
所
謂
聖
人
之
道
者
如
之

何
、
曰
博
學
於
文
、
曰
行
己
有
恥
、
自
一
身
以
至
於
天
下
國

家
、
皆
學
之
事
也
、
…
…
恥
之
於
人
大
矣
、
不
恥
惡
衣
惡
食
、

而
恥
匹
夫
匹
婦
之
不
被
其
澤
、〔
＝
私
が
言
う
聖
人
の
道
と

は
ど
の
よ
う
な
こ
と
で
あ
る
か
と
い
え
ば
、
ま
ず
は
「
博
く

文
献
（
＝
六
経
）
に
学
ぶ
」
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
次
に
は

「
行
動
す
る
に
当
っ
て
は
恥
を
弁
え
る
」
と
い
う
こ
と
で
あ
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り
ま
す
。（
つ
ま
り
）
お
の
れ
個
人
の
こ
と
か
ら
一
族
・
地

域
・
全
世
界
に
至
る
ま
で
、
み
な
学
び
の
対
象
と
な
る
の
で

あ
り
ま
す
。
…
…
（
つ
ぎ
に
）
恥
ら
い
は
、
人
に
と
っ
て
重

大
な
も
の
で
あ
っ
て
、
粗
末
な
衣
服
や
粗
末
な
食
物
な
ど
恥

じ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
身
分
賎
し
い
夫
婦
に
学
問
の

恩
恵
を
与
え
ら
れ
な
い
と
し
た
ら
、
そ
れ
は
恥
ず
か
し
い
こ

と
な
の
で
あ
り
ま
す
〕」
と
言
い
、
ま
た
《
與
潘
次
耕
札
》

（『
亭
林
餘
集
』）
に
「
君
子
之
爲
學
也
、
非
利
己
而
已
也
、

有
明
道
淑
人
之
心
、
有
撥
亂
反
正
之
事
、
知
天
下
之
勢
之
何

以
流
極
而
至
於
此
、
則
思
起
而
有
以
救
之
、〔
＝
世
の
指
導

者
が
学
問
を
す
る
の
は
、
自
分
一
人
の
た
め
だ
け
で
は
な
い

の
で
す
。（
聖
人
に
よ
っ
て
経
書
に
示
さ
れ
た
）
道
の
何
た

る
か
を
明
ら
か
に
し
て
人
類
を
善
導
し
よ
う
と
い
う
心
を
持

ち
つ
づ
け
、
乱
世
を
匡
し
治
世
を
復
興
し
よ
う
と
す
る
こ
と

な
の
で
す
。
世
界
の
動
き
が
ど
の
よ
う
に
行
き
詰
ま
っ
て
今

日
の
情
況
に
た
ち
至
っ
た
の
か
を
理
解
し
た
な
ら
ば
、
立
ち

上
が
っ
て
こ
の
情
況
を
復
活
に
向
わ
せ
る
こ
と
を
考
え
る
こ

と
で
も
あ
る
の
で
す
〕」
と
言
う
。
な
お
、「
撥
亂
反
正
」
と

は
『
公
羊
傳
』
哀
公
十
四
年
の
条
に
見
え
る
語
。

か
く
て
見
て
く
れ
ば
、
顧
炎
武
が
「
明
道
」
を
口
頭
に
上

せ
る
時
、
お
そ
ら
く
は
『
論
語
』
泰
伯
篇
に
見
え
る
曾
參
の

覚
悟
「
士
不
可
以
不
弘
毅
」
云
々
を
強
く
意
識
し
て
い
た
で

あ
ろ
う
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。
ま
た
、
《
與
友
人
論
學
書
》

の
「
恥
惡
衣
惡
食
、
而
恥
匹
夫
匹
婦
之
不
被
其
澤
」
は
『
孟

子
』
萬
章
上
篇
の
「（
伊
尹
）
思
天
下
之
民
匹
夫
匹
婦
、
有

不
被
堯
舜
之
澤
者
、
若
己
推
而
内
之
溝
中
、
其
任
以
天
下
之

重
如
此
」
に
拠
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。

５
、
紀
政
事

「
政
事
」
の
語
は
《
文
人
之
多
》
（『
日
知
●

集
釋
』
巻
十
九
）
の
第
二
則
に
も
、『
宋
史
』
歐
陽
脩
傳
を

引
い
て
「
歐
陽
永
叔
與
學
者
言
、
未
嘗
及
文
章
、
惟
談
吏
事
、

謂
文
章
止
於
潤
身
、
政
事
可
以
及
物
〔
＝
欧
陽
脩
は
、
勉
学

途
中
の
若
者
た
ち
と
語
る
際
に
、
文
章
（
＝
文
芸
）
に
言
及

す
る
こ
と
が
な
く
、
政
治
実
務
に
関
す
る
議
論
ば
か
り
を
し

た
。
文
章
は
わ
が
身
独
り
を
豊
か
に
す
る
だ
け
の
こ
と
だ
が
、

政
事
は
他
者
に
も
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
い
う

の
が
そ
の
持
論
で
あ
っ
た
。〕」
と
見
え
て
い
る
。
こ
の
語
は
、

古
来
、〈
政
治
上
・
教
学
上
の
善
事
〉
と
い
っ
た
意
味
で
用

い
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
例
え
ば
『
書
』
皋
陶
謨
に
「
天
命

有
徳
、
五
服
五
章
哉
、
天
討
有
罪
、
五
刑
五
用
哉
、
政
事
懋
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哉
懋
哉
」
と
あ
り
、『
史
記
』
周
本
紀
に
「
乃
罷
兵
西
歸
行

狩
、
記
政
事
、
作
武
成
」
と
あ
り
、『
文
心
雕
龍
』
程
器
篇

に
「
安
有
丈
夫
學
文
而
不
達
於
政
事
哉
、
彼
揚
馬
之
徒
、
有

文
無
質
、
所
以
終
乎
下
位
也
」
と
あ
る
の
な
ど
、
い
づ
れ
も
、

政
治
上
・
教
学
上
の
善
事
、
と
い
っ
た
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
含
ん

で
い
よ
う
。

６
、
察
民
隱

こ
こ
の
「
隱
」
は
『
孟
子
』
公
孫
丑
篇
お
よ
び

告
子
篇
に
い
わ
ゆ
る
「
惻
隱
」
の
「
隱
」
と
同
じ
く
、「
困

窮
」「
憂
傷
」「
痛
苦
」
の
意
で
あ
り
、「
民
隱
（
＝
民
の
苦

惱
）」
へ
の
配
慮
こ
そ
は
為
政
の
根
本
と
さ
れ
て
来
た
。
す

な
わ
ち
、『
國
語
』
周
語
上
に
、
穆
王
が
犬
戎
を
征
伐
し
よ

う
と
し
た
の
に
対
す
る
蔡
公
謀
父
の
諌
言
と
し
て
、「
是
先

王
非
務
武
也
、
勤
恤
民
隱
而
除
其
害
也
」
と
あ
り
、
後
世
こ

れ
を
承
け
て
、
例
え
ば
『
後
漢
書
』
張
衡
傳
に
は
「
故
能
同

心
戮
力
、
勤
恤
人
隱
、
奄
受
區
夏
、
以
定
帝
位
〔
＝
か
く
て

心
を
合
せ
力
を
あ
わ
せ
て
、
民
草
の
苦
悩
に
対
し
て
謙
虚
に

心
配
り
が
で
き
る
な
ら
、
天
下
を
安
堵
し
、
帝
位
を
盤
石
に

で
き
る
〕」
と
言
い
（
李
賢
注
に
も
「
隱
、
病
也
、
國
語
曰
、

勤
恤
人
隱
、
而
除
其
害
也
」
と
あ
る
）、『
春
秋
胡
氏
傳
』
莊

公
中
・
十
有
一
年
・
秋
宋
大
水
の
条
に
も
、「
凡
志
災
、
見

春
秋
有
勤
天
戒
恤
民
隱
之
心
、
王
者
之
事
也
」
と
言
う
。

蓋
し
顧
炎
武
は
、
こ
の
よ
う
な
過
去
の
発
言
を
承
け
て
、

王
者
た
る
者
（
満
清
皇
帝
の
如
き
覇
者
に
は
非
る
者
）
の
特

権
・
責
務
と
し
て
「
恤
民
隱
」
と
い
う
「
政
事
」
が
あ
る
以

上
、
そ
の
「
民
隱
」
の
所
在
を
明
「
察
」
し
提
示
す
る
の
は

王
臣
の
任
務
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
、
と
主
張
し
よ
う
と
し
て

い
る
の
で
あ
ろ
う
。

７
、
樂
道
人
善

『
論
語
』
季
子
篇
に
「
孔
子
曰
、
�
者
三
樂
、

損
者
三
樂
、
樂
節
禮
樂
、
樂
道
人
之
善
、
樂
多
賢
友
、
�
矣
、

樂
驕
樂
、
樂
佚
遊
、
樂
宴
樂
、
損
矣
」
と
あ
る
の
に
由
る
。

そ
の
「
樂
道
人
之
善
〔
＝
人
の
善
を
道い
　

ふ
を
楽
し
む
〕」
に

つ
い
て
、

儒
の
劉
寶
楠
（
一
七
九
一
〜
一
八
五
五
）
は

「
道
猶
説
也
、
若
舜
隱
惡
揚
善
也
」（『
論
語
正
義
』
巻
十
九
）

と
注
す
る
。
す
な
わ
ち
『
禮
記
』
中
庸
篇
に
「
子
曰
、
舜
其

大
知
也
與
、
舜
愛
問
、
而
好
察
邇
言
、
隱
惡
而
揚
善
、
執
其

兩
端
、
用
其
中
於
民
」
と
い
う
、
帝
舜
の
王
道
政
治
の
あ
り

よ
う
に
準
拠
し
て
解
す
べ
し
、
と
言
う
の
で
あ
る
。
そ
う
し

て
『
禮
記
』
中
庸
の
こ
の
部
分
に
対
し
て
、
例
え
ば
鄭
玄
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（
一
二
七
〜
二
〇
〇
）
は
次
の
よ
う
な
注
を
加
え
て
い
た
。

い
わ
く
、「
邇
は
近
な
り
。
近
言
に
し
て
善
く
、
以
て
人
に

進
め
易
け
れ
ば
、
察
し
て
之
を
行
ふ
な
り
。
両
端
は
過
と
不

及
と
な
り
。
其
の
中
（
＝
中
庸
）
を
民
に
用
ふ
れ
ば
、
賢
と

不
肖
と
皆
な
能
く
之
を
行
ふ
な
り
」
云
云
、
と
。

こ
こ
ま
で
来
れ
ば
、
誰
し
も
『
孟
子
』
盡
心
篇
の
い
わ
ゆ

る
「
三
樂
」
の
こ
と
、
さ
ら
に
は
性
善
・
性
悪
の
い
わ
ゆ
る

性
説
の
こ
と
を
連
想
す
る
に
違
い
な
い
。
我
々
と
し
て
も
こ

こ
で
そ
れ
ら
の
こ
と
に
論
及
す
べ
き
所
な
が
ら
、
今
は
徒
に

煩
瑣
と
な
る
こ
と
を
厭
う
て
、
敢
て
省
筆
に
従
う
。
す
な
わ

ち
、
韓
愈
（
七
六
八
〜
八
二
四
）
の
《
原
性
》
に
始
ま
り
宋

学
の
い
わ
ゆ
る
理
氣
二
元
論
を
経
て
戴
震
（
一
七
二
三
〜
七

七
）
の
《
原
善
》
《
孟
子
字
義
疏
證
》
に
至
る
系
譜
を
通
観

し
た
上
で
、
で
は
顧
炎
武
は
こ
の
系
譜
の
中
で
ど
の
よ
う
な

位
置
を
占
め
る
の
か
と
い
う
興
味
深
い
問
題
が
あ
る
の
だ
が
、

そ
の
吟
味
は
稿
を
改
め
て
行
い
た
い
。

８
、
怪
力
亂
神

言
う
ま
で
も
な
く
、『
論
語
』
述
而
篇
の

「
子
不
語
怪
力
亂
神
」
に
も
と
づ
い
て
い
る
。
こ
の
条
の
頭

三
字
「
子
不
語
」
を
と
っ
て
自
作
の
文
言
小
説
の
書
名
と
し

た
の
は
、
周
知
の
よ
う
に
、

末
の
大
儒
兪
●
に
よ
る
洒
落

で
あ
っ
た
が
、
こ
う
し
た
洒
落
を
生
ん
だ
こ
と
の
代
償
は
大

き
か
っ
た
と
言
わ
ね
ば
な
る
ま
い
。
何
故
な
ら
、「
怪
力
亂

神
」
へ
の
拒
絶
は
空
想
虚
構
へ
の
興
味
を
禁
じ
て
、
や
が
て

「
未
能
事
人
、
焉
能
事
鬼
、
…
…
未
知
生
、
焉
知
死
」（
先
進

篇
）
と
て
生
死
の
問
題
を
粗
略
に
し
、
終
に
は
宗
教
の
門
を

閉
す
所
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

よ
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
明
末
　
初
に
お
け
る
漢
学
家
た

ち
の
禁
欲
主
義

リ

ゴ

リ

ズ

ム

は
、
道
家
や
釈
家
に
対
し
て
呵
責
な
か
っ
た

ば
か
り
か
、
道
・
釈
と
は
や
や
も
す
れ
ば
密
接
な
関
係
に
あ

っ
た
虚
構
世
界
に
対
し
て
も
厳
し
い
禁
遏
を
加
え
た
。
明
代

の
奔
放
さ
と
り
わ
け
王
学
左
派
に
属
す
る
人
々
の
野
放
図
さ

に
対
す
る
反
撥
に
出
て
い
た
こ
と
断
わ
る
ま
で
も
な
く
、
顧

炎
武
の
《
與
友
人
論
門
人
書
》
（
文
集
、
巻
三
）、
錢
大
�

の
《
正
俗
》
（『
潛
研
堂
文
集
』
巻
十
七
）
な
ど
い
づ
れ
も

そ
の
典
型
で
あ
る
。
《
正
俗
》
文
に
言
う
、「
古
有
儒
釋
道

三
教
、
自
明
以
來
又
多
一
教
、
曰
小
説
、
小
説
演
義
之
書
、

未
嘗
自
以
爲
教
也
、
而
士
大
夫
農
工
商
賈
無
不
習
聞
之
、
以

至
兒
童
婦
女
不
識
字
者
、
亦
皆
聞
而
如
見
之
、
…
…
釋
道
猶

勸
人
以
善
、
小
説
專
導
人
以
惡
〔
＝
昔
は
儒
・
仏
・
道
の
三
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教
が
共
存
し
て
い
た
が
、
前
明ミ
ン

に
な
る
と
さ
ら
に
一
教
が
増

え
た
。
そ
れ
は
小
説
教
で
あ
る
。
小
説
・
演
義
の
た
ぐ
い
が

教
を
自
称
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
士
農
工
商
の
ど
れ

を
と
っ
て
も
小
説
・
演
義
に
ど
っ
ぷ
り
と
浸
り
き
っ
て
お
り
、

女
子
供
の
字
も
読
め
な
い
者
ど
も
ま
で
が
こ
れ
に
取
り
憑
か

れ
て
い
る
有
様
で
あ
る
。
…
…
仏
教
や
道
教
な
ら
ま
だ
し
も

人
を
善
導
し
も
す
る
が
、
小
説
と
き
た
ひ
に
は
ひ
た
す
ら
悪

の
道
に
引
き
ず
り
込
む
だ
け
だ
〕」
云
云
、
と
恰
も
後
世
民

国
初
年
の
こ
ろ
の
保
守
頑
迷
の
面
々
（
例
え
ば
葉
徳
輝
や
林

箘
ら
）
の
言
辞
を
彷
彿
さ
せ
さ
え
す
る
。

加
之
、
段
玉
裁
（
一
七
三
五
〜
一
八
一
五
）
の
如
き
に
至

っ
て
は
、
外
孫
搜
自
珍
（
一
七
九
二
〜
一
八
四
一
）
に
対
し

て
詩
作
を
さ
え
禁
じ
て
い
る
（
《
與
外
孫
搜
自
珍
札
》
《
懷

人
館
詞
序
》
。
と
も
に
『
經
韵
樓
集
』
巻
九
所
収
）。
精
神

の
純
正
を
保
た
ん
が
た
め
と
い
う
の
が
そ
の
理
由
で
あ
っ
た
。

９
、
無
稽
之
言
　
〈
根
拠
の
な
い
こ
と
ば
〉〈
当
て
に
な
ら
ぬ

発
言
〉
の
意
で
、『
書
』
大
禹
謨
に
、
帝
舜
が
禹
に
向
っ
て

す
る
諭
旨
と
し
て
、「
天
之
暦
數
在
汝
躬
、
汝
終
陟
元
后
、

人
心
惟
危
、
道
心
惟
微
、
惟
精
惟
一
、
允
執
厥
中
、
無
稽
之

言
勿
聽
、
弗
詢
之
謀
勿
庸
〔
＝
天
命
は
其
方
に
降
っ
て
お
る

ゆ
え
、
其
方
は
天
子
の
位
に
上
る
こ
と
に
な
る
が
、
た
だ
人

心
と
い
う
も
の
は
ひ
ど
く
不
安
定
な
も
の
で
あ
り
、
ま
た
道

心
は
ひ
ど
く
拘
え
に
く
い
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
知
能
を
精

細
に
め
ぐ
ら
し
道
義
を
専
一
に
ま
も
っ
て
、
過
不
及
な
く
中

道
を
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
為
に
は
根
拠
の
な
い

言
葉
は
聞
き
入
れ
な
い
こ
と
、
衆
議
に
か
け
て
い
な
い
事
柄

は
取
り
入
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
〕」
云
云
と
あ
り
、
ま
た

『
荀
子
』
正
名
篇
の
末
尾
に
、
そ
の
前
と
は
文
脈
と
し
て
繋

が
り
の
悪
い
一
文
「
無
稽
之
言
、
不
見
之
行
、
不
聞
之
謀
、

君
子
愼
之
」
と
い
う
の
が
あ
る
（
う
ち
前
者
は
い
わ
ゆ
る

『
僞
古
文
尚
書
』
と
し
て
文
献
的
な
価
値
な
き
も
の
と
さ
れ

る
の
が
普
通
だ
が
、
こ
こ
で
は
そ
の
こ
と
に
拘
泥
す
る
必
要

を
認
め
な
い
）。

さ
て
、
こ
れ
ら
は
何
方
に
せ
よ
、
王
者
の
場
合
で
あ
れ
君

子
の
場
合
で
あ
れ
、
為
政
に
当
た
っ
て
は
巷
間
の
風
聞
の
類

を
盲
信
す
べ
き
で
な
い
、
と
言
っ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
詰

ま
る
所
は
先
引
補
注
７
の
『
禮
記
』
中
庸
の
言
と
対
応
な
い

し
表
裏
の
関
係
に
あ
る
と
言
っ
て
可
か
ろ
う
。
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10
、
勦
襲
之
説
・
諛
佞
之
文

文
章
の
存
在
理
由
は
経
書
の

祖
述
に
こ
そ
あ
る
、
す
な
わ
ち
「
凡
そ
文
の
六
経
の
旨
・
当

世
の
務
め
に
関
は
ら
ざ
る
者
、
一
切
為
ら
ざ
る
な
り
」
と
い

う
顧
炎
武
の
決
意
に
つ
い
て
は
す
で
に
【
補
注
１
　
文
】
に

見
て
お
い
た
。
そ
の
よ
う
な
立
場
を
と
る
の
で
あ
る
以
上
、

「
怪
力
亂
神
」「
無
稽
之
言
」
に
つ
い
で
「
勦
襲
」「
諛
佞
」

の
語
を
「
文
章
」
か
ら
排
斥
す
る
の
は
当
然
で
あ
る
。

そ
の
昔
、
荀
况
は
学
問
の
目
的
を
士
と
な
り
聖
人
を
目
指

す
こ
と
に
定
め
た
（『
荀
子
』
勸
學
篇
）。
韓
愈
（
七
六
八
〜

八
二
五
）
は
、
そ
の
荀
况
の
こ
と
を
孟
子
と
並
称
し
て
、

「
昔
者
孟
軻
好
辯
、
孔
道
以
明
、
…
…
荀
卿
守
正
、
大
論
是

弘
〔
＝
む
か
し
、
孟
子
は
議
論
を
好
み
、
お
か
げ
で
孔
子
の

道
は
世
に
明
ら
か
に
な
っ
た
。
…
…
荀
子
は
正
義
を
守
り
、

お
か
げ
で
儒
家
の
主
張
は
世
に
広
ま
っ
た
〕」
と
賞
賛
し
た
。

学
問
は
か
よ
う
な
反
「
勦
襲
」
反
「
諛
佞
」
の
態
度
を
貫

く
こ
と
で
始
め
て
精
華
を
得
る
、
と
い
う
の
が
恐
ら
く
は
韓

愈
の
、
そ
う
し
て
顧
炎
武
を
始
め
と
す
る
明
末
　
初
の
儒
者

た
ち
の
、
確
信
な
い
し
願
望
だ
っ
た
に
違
い
な
い
。
韓
愈
の

《
上
宰
相
書
》
に
言
う
、「
今
有
人
生
二
十
八
年
矣
、
…
…

其
業
則
讀
書
著
文
、
歌
頌
堯
舜
之
道
、
鷄
鳴
而
起
、
孜
孜
焉
、

亦
不
爲
利
、
其
所
讀
皆
聖
人
之
書
、
揚
墨
釋
老
之
學
、
無
所

入
於
其
心
、
其
所
著
皆
約
六
經
之
旨
而
成
文
、
抑
邪
興
正
、

辨
時
俗
之
所
惑
、
…
…
亦
不
悖
於
教
化
、
妖
淫
諛
佞
躊
張
之

説
、
無
所
出
於
其
中
〔
＝
こ
こ
に
今
年
二
十
八
歳
に
な
る
壮

年
が
お
り
ま
す
。
…
…
（
彼
の
）
仕
事
は
読
書
と
文
筆
で
、

堯
舜
の
道
を
称
え
る
た
め
に
、
鶏
の
鳴
き
声
と
と
も
に
起
き

だ
し
孜
孜
と
し
て
励
ん
で
お
り
ま
す
が
、
し
か
し
そ
れ
に
よ

っ
て
利
益
を
得
よ
う
と
い
う
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
読

書
は
聖
人
の
書
に
限
ら
れ
て
お
り
ま
す
か
ら
、
楊
朱
・
墨

子
・
仏
教
・
道
教
な
ど
の
学
が
心
に
入
り
こ
む
余
地
は
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
の
著
作
は
と
言
い
ま
す
と
、
み
な
六
経
の
要
旨

を
踏
ま
え
て
、
邪
悪
を
制
し
正
義
を
掲
げ
る
こ
と
で
、
世
俗

の
惑
い
を
解
い
て
お
り
ま
す
…
…
が
、
決
し
て
教
化
に
背
く

こ
と
は
な
く
、
で
た
ら
め
・
お
も
ね
り
・
た
ぶ
ら
か
し
の
言

葉
な
ど
、
そ
の
文
中
に
含
ま
れ
て
は
お
り
ま
せ
ん
〕」（『
韓

昌
黎
文
集
』
巻
十
六
）
と
。
学
問
・
思
想
は
か
か
る
純
粋
専

一
な
厳
格
主
義
に
立
っ
て
は
じ
め
て
深
め
ら
れ
る
、
と
い
う

の
が
恐
ら
く
は
韓
愈
の
確
信
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

で
は
、
顧
炎
武
や
錢
大
�
の
場
合
は
ど
う
か
。
宋
学
（
＝

程
朱
学
）
に
始
ま
り
明
学
（
＝
陸
王
学
）
に
引
き
継
が
れ
た
、
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聖
人
・
六
経
の
軽
視
と
就
中
い
わ
ゆ
る
語
録
の
盛
行
と
は
、

例
え
ば
顧
炎
武
に
《
與
人
書
十
八
》
の
よ
う
な
発
言
を
さ
せ

る
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、「
君
詩
之
病
在
於
有
杜
、
君

文
之
病
在
於
有
韓
歐
、
有
此
蹊
徑
於
胸
中
、
便
終
身
不
脱
依

傍
二
字
、
斷
不
能
登
峰
造
極
〔
＝
あ
な
た
の
詩
の
欠
点
は
杜

甫
（
の
臭
気
）
が
露
わ
な
こ
と
で
す
。
あ
な
た
の
文
の
欠
点

は
韓
愈
・
歐
陽
脩
（
の
臭
気
）
が
露
わ
な
こ
と
で
す
。
こ
う

し
た
先
人
の
心
の
軌
跡
が
あ
な
た
の
心
を
拘
え
て
い
る
か
ぎ

り
、
あ
な
た
は
依
存
と
い
う
二
文
字
か
ら
抜
け
出
す
こ
と
は

で
き
な
い
で
し
ょ
う
し
、
そ
れ
で
は
最
高
の
極
地
に
達
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
ま
い
〕」(

文
集
巻
四)
と
言
い
、「
有
明
一

代
之
人
、
其
所
著
書
、
無
非
竊
盗
而
已
〔
＝
明ミ
ン

の
国
の
人
々

の
場
合
、
彼
ら
の
著
書
と
言
え
ば
、
剽
窃
ば
か
り
だ
っ
た
〕」

（『
日
知
●
』
巻
十
八
著
書
之
難
）
と
言
う
。
な
お
、
後
の

【
補
注
14

非
聖
悖
道
之
言
】
に
引
く
《
與
友
人
論
門
人

書
》
を
も
参
照
さ
れ
た
い
。

『
詩
』
や
『
書
』『
春
秋
』
の
精
神
を
墨
守
す
る
の
は
よ

い
。
だ
が
、
こ
れ
ら
経
典
の
旨
よ
り
も
そ
の
旨
を
汲
ん
だ
杜

甫
や
韓
愈
・
歐
陽
脩
の
ほ
う
に
傾
倒
す
る
の
は
間
違
い
だ
、

―
―
こ
う
し
た
認
識
が
、
や
が
て
例
え
ば
『
尚
書
』
の
校
書

作
業
に
お
け
る
次
の
よ
う
な
成
果
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
る

の
で
あ
る
。「
至
本
朝
閻
惠
兩
徴
君
所
著
之
書
、
乃
能
發
其

作
僞
之
跡
勦
竊
之
原
、
若
刊
正
經
文
疏
明
古
注
、
則
皆
未
之

及
也
」（『
國
朝
漢
学
師
承
記
』
巻
二
、
江
艮
庭
先
生
）。

11
、
錢
氏

錢
大
�
の
こ
と
。
こ
こ
に
引
か
れ
て
い
る
の
は

『
十
駕
齋
養
新
●
』
巻
十
八
所
収
《
文
字
不
苟
作
》
第
二
段

の
文
章
で
、
全
二
段
か
ら
成
る
文
の
第
一
段
に
『
日
知
●
』

本
条
の
後
半
部
を
引
き
、
そ
れ
を
承
け
て
こ
の
文
章
が
続
く
。

12
、
怨
天
尤
人
之
言

『
論
語
』
憲
問
篇
の
語
を
踏
ま
え
る
。

そ
の
第
三
十
五
条
に
「
子
曰
、
莫
我
知
也
夫
、
…
…
不
怨
天
、

不
尤
人
、
下
學
而
上
達
、
知
我
者
其
天
乎
〔
＝
先
生
は
こ
う

言
わ
れ
た
、
私
の
こ
と
を
理
解
し
て
く
れ
て
い
る
人
は
い
な

い
の
だ
な
ぁ
。
…
…
（
だ
が
私
は
）
天
（
の
無
情
）
を
怨
ん

だ
り
、
人
（
の
無
理
解
）
を
尤
め
た
り
し
な
い
で
、
身
近
の

具
体
的
な
事
柄
を
大
事
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
普
遍
抽
象
へ

と
認
識
を
拡
大
し
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。
そ
う
す
れ
ば
や

が
て
（
他
人
か
ら
の
理
解
が
得
ら
れ
る
だ
け
で
な
く
）
天
か

ら
も
理
解
し
て
も
ら
え
る
で
あ
ろ
う
か
ら
〕」
と
あ
る
の
を
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踏
ま
え
る
。
司
馬
遷
の
解
釈
に
よ
れ
ば
、『
論
語
』
の
こ
の

条
は
、
孔
子
が
顔
淵
の
夭
折
に
遭
遇
し
て
深
い
絶
望
に
打
ち

の
め
さ
れ
、
つ
い
で
西
狩
獲
麟
の
瑞
兆
と
い
う
本
来
あ
り
得

可
か
ら
ざ
る
不
吉
に
戦
き
な
が
ら
発
し
た
歎
息
で
あ
る

（『
史
記
』
孔
子
世
家
）。
つ
ま
り
、
甚
だ
し
い
逆
境
に
在
っ

て
な
お
絶
望
し
な
い
孔
子
の
強
靱
さ
を
伝
え
る
条
文
で
あ
る
、

と
い
う
。

し
か
ら
ば
錢
大
�
は
、
逆
境
に
あ
っ
た
顧
炎
武
の
「
文
」

論
に
孔
子
の
歎
息
を
重
ね
合
わ
せ
た
、
と
い
う
こ
と
に
な
ろ

う
か
。
少
な
く
も
、『
集
釋
』
の
撰
者
黄
汝
成
は
、
錢
大
�

の
《
文
字
不
苟
作
》
文
を
『
史
記
』
孔
子
世
家
の
文
脈
で
解

し
た
の
で
あ
ろ
う
。

な
お
、「
下
學
而
上
達
」
が
あ
の
「
之
を
空
言
に
載
す
る

は
、
之
を
行
事
に
見あ
ら

は
す
に
如
か
ず
」
と
と
も
に
、
い
わ
ゆ

る
『
春
秋
』
学
の
有
力
な
定
立
で
あ
り
つ
づ
け
た
こ
と
は
、

周
知
の
如
く
で
あ
る
。

13
、
矜
己
傲
物
之
言

後
漢
末
の
�
衡
（
一
七
三
〜
一
九
八
）

や
西
晉
初
の
潘
岳
（
？
〜
三
〇
〇
）
の
よ
う
な
人
物
の
言
動

を
指
し
て
言
う
か
。
�
・
潘
は
い
ず
れ
も
、
優
れ
た
文
才
に

恵
ま
れ
て
世
に
も
て
は
や
さ
れ
た
が
、
矜
傲
な
性
格
の
故
に

不
幸
な
死
を
遂
げ
て
し
ま
っ
た
。『
舊
唐
書
』
文
苑
上
、
張

昌
齢
傳
に
「
昔
�
衡
潘
岳
皆
恃
才
傲
物
、
以
至
非
命
〔
＝
む

か
し
�
衡
や
潘
岳
と
い
っ
た
人
々
は
、
己
が
文
才
を
恃
ん
で

他
に
対
し
て
傲
慢
で
あ
っ
た
た
め
に
、
非
業
の
最
期
を
遂
げ

た
〕」
云
云
と
あ
り
、「
恃
才
傲
物
」
を
一
本
「
矜
己
傲
物
」

に
作
っ
て
い
る
。

14
、
非
聖
悖
道
之
言

顧
炎
武
の
《
與
友
人
論
門
人
書
》
に
言

う
、「
今
之
爲
祿
利
者
、
其
無
藉
於
經
術
也
審
矣
、
窮
年
所

習
、
不
過
應
試
之
文
、
而
問
以
本
經
、
猶
茫
然
不
知
爲
何
語
、

…
…
語
之
以
五
經
、
則
不
願
學
、
語
之
以
白
沙
陽
明
之
語
録
、

則
欣
然
矣
〔
＝
今
日
、
官
界
を
目
指
す
人
々
が
経
術
、
す
な

わ
ち
経
義
を
実
用
に
活
か
す
こ
と
、
に
無
関
心
な
の
は
よ
く

知
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
彼
ら
が
来
る
年
来
る
年
学
ん
で
お
り

ま
す
も
の
は
、
科
挙
試
験
の
模
範
答
案
に
他
な
り
ま
せ
ん
。

で
す
か
ら
、
答
案
の
原
典
と
も
言
う
べ
き
経
書
を
示
し
ま
し

て
も
、
た
だ
ぽ
か
ん
と
す
る
ば
か
り
な
の
で
あ
り
ま
す
。
…

…
彼
ら
に
五
経
を
与
え
て
も
学
ぼ
う
と
は
し
ま
せ
ん
が
、
陳

白
沙
や
王
守
仁
の
語
録
を
与
え
よ
う
も
の
な
ら
、
大
喜
び
を
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致
し
ま
す
〕」（
文
集
巻
三
）
と
。
明
末
　
初
の
当
時
に
お
け

る
「
非
聖
悖
道
」
ぶ
り
が
活
写
さ
れ
た
文
で
あ
る
。

錢
大
�
も
ま
た
、「
夫
儒
者
之
學
、
在
乎
明
體
以
致
用
、

詩
書
執
禮
、
皆
經
世
之
言
也
、
論
語
二
十
篇
孟
子
七
篇
、
論

政
者
居
其
半
、
…
…
而
性
與
天
道
、
雖
大
賢
猶
不
得
而
聞，

儒
者
之
務
實
用
而
不
尚
空
談
如
此
〔
＝
そ
も
そ
も
儒
者
に
と

っ
て
の
学
問
と
は
、
典
籍
の
実
体
を
把
握
し
た
う
え
で
こ
れ

を
実
用
に
役
立
て
る
こ
と
で
あ
る
。『
詩
』『
書
』
お
よ
び

『
禮
』
は
ど
れ
も
経
世
の
こ
と
を
記
し
た
書
で
あ
り
、『
論
語
』

二
十
篇
と
『
孟
子
』
七
篇
は
政
治
む
き
の
議
論
が
そ
の
な
か

ば
を
占
め
て
い
る
、
と
い
っ
た
具
合
で
あ
る
。
…
…
本
性
論

や
天
道
論
と
い
っ
た
抽
象
の
議
論
は
、（『
論
語
』
公
冶
長
篇

に
記
し
て
あ
る
よ
う
に
）
過
去
の
大
賢
者
で
す
ら
聞
き
及
ぶ

こ
と
が
な
か
っ
た
。（
宋
・
明
の
儒
学
と
違
っ
て
、
こ
れ
が

本
来
の
）
儒
者
が
実
務
に
精
出
し
た
姿
な
の
で
あ
る
〕」

（『
潛
研
堂
文
集
』
巻
二
十
五
、
《
世
緯
序
》
）。

15
、
黨
同
醜
正
之
言

「
黨
同
醜
正
」
と
は
、
い
わ
ゆ
る
身
内

同
族
意
識
が
昂
じ
て
正
義
を
も
排
斥
し
て
し
ま
う
、
一
種
の

狂
気
の
沙
汰
の
こ
と
で
、
こ
こ
で
は
も
ち
ろ
ん
明
末
に
お
け

る
王
学
諸
派
や
書
院
諸
党
派
の
抗
争
を
指
す
。
な
お
、「
黨

同
伐
異
」
と
も
言
っ
て
、
漢
代
の
か
の
白
虎
閣
会
議
・
石
渠

閣
会
議
に
お
け
る
儒
者
の
党
派
争
い
の
さ
ま
を
言
っ
た
語
で

あ
る
（『
後
漢
書
』
黨
錮
傳
序
、
参
照
）。

16
、
先
生
與
友
人
書

顧
炎
武
《
與
人
書
》
二
十
五
首
其
三

（
文
集
巻
四
所
収
）
を
指
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
黄
汝
成
は
、

本
条
と
《
與
人
書
》
三
と
は
合
せ
読
ま
る
べ
き
も
の
、
と
考

え
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

17
、
伊
尹
太
公
…
…
水
火
之
心

『
孟
子
』
萬
章
上
篇
に
「
湯

（
殷
湯
王
）
三
使
往
聘
之
（
＝
伊
尹
）、
既
而
幡
然
改
曰
、
與

我
處
●
畝
之
中
、
由
是
以
樂
堯
舜
之
道
哉
、
吾
豈
若
使
是
民

爲
堯
舜
之
民
哉
、
吾
豈
若
於
吾
身
親
見
之
哉
、
天
之
生
此
民

也
、
使
先
知
覺
後
知
、
使
先
覺
覺
後
覺
也
、
予
天
民
之
先
覺

者
也
、
予
將
以
斯
道
覺
斯
民
也
、
非
予
覺
之
而
誰
也
」
と
、

伊
尹
の
口
を
借
り
て
、
先
覚
者
の
意
志
と
責
任
と
が
語
ら
れ

て
い
る
（【
補
注
４
】
に
引
い
た
「
匹
夫
匹
婦
」
の
条
り
は

こ
こ
の
引
用
文
に
後
続
す
る
）。
ま
た
縢
文
公
下
篇
に
は
、

「
有
攸
不
惟
臣
、
東
征
綏
厥
子
女
、
匪
厥
玄
黄
、
紹
我
周
王
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見
休
、
惟
臣
附
大
邑
周
、
…
…
救
民
於
水
火
之
中
、
取
其
殘

而
已
矣
」
と
、
周
武
王
の
創
業
に
事
寄
せ
て
、
い
わ
ゆ
る
王

道
政
治
の
根
本
を
説
い
て
い
る
。

18
、
今
之
注
…
…
草
木
者

例
え
ば
『
論
語
』
陽
貨
篇
の
「
詩

可
以
興
、
可
以
觀
、
可
以
羣
、
可
以
怨
、
邇
之
事
父
母
、
遠

之
事
君
、
多
識
於
鳥
獣
草
木
之
名
」
と
あ
る
う
ち
、
そ
の
最

後
に
挙
げ
ら
れ
た
「
鳥
獣
草
木
之
名
」
の
よ
う
な
些
末
な
事

項
に
関
す
る
注
釈
を
施
す
こ
と
こ
そ
が
「
文
學
（
＝
文
献
お

よ
び
學
問
）」
と
心
得
て
い
る
よ
う
な
人
々
、
す
な
わ
ち
後

続
の
「
凡
文
之
不
關
於
六
經
之
指
當
世
之
務
者
、
一
切
不
爲
」

と
い
っ
た
精
神
に
無
縁
な
人
々
を
指
す
。

と
は
い
え
、
青
年
期
の
顧
炎
武
自
身
も
明
末
の
世
に
あ
っ

て
は
「
博
學
於
文
」
の
真
意
へ
の
自
覚
に
乏
し
く
、
や
み
く

も
に
「
注
蟲
魚
命
草
木
」
お
よ
び
軟
「
文
學
」
た
る
賦
詩
を

能
事
と
す
る
時
期
を
も
っ
た
と
言
う
。
《
與
黄
太
沖
書
》
に

は
そ
の
こ
と
が
「
伏
念
炎
武
自
中
年
以
前
、
不
過
從
諸
文
士

之
後
、
注
蟲
魚
、
吟
風
月
而
已
」（『
亭
林
佚
文
輯
補
』
所
収
）

と
告
白
さ
れ
て
い
る
。

か
よ
う
な
精
神
風
土
は
後
年
、

末
・
民
国
初
の
卓
越
し

た
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
に
し
て
学
者
で
も
あ
っ
た
梁
啓
超
（
一

八
七
三
〜
一
九
二
九
）
に
よ
っ
て
、「
束
書
不
觀
、
游
談
無

根
」
と
痛
烈
に
寸
評
さ
れ
る
こ
と
な
る
（『

代
學
術
概
論
』

二
）。

19
、
載
之
空
言
…
…
見
諸
行
事

『
史
記
』
太
史
公
自
序
に
見

え
る
。

20
、
將
欲
〜

し
ば
し
ば
「
ま
さ
に
〜
（
せ
ん
と
）
ほ
っ
す
」

な
ど
と
訳
さ
れ
る
が
、「
將
欲
」「
欲
將
」
は
連
綿
語
と
し
て

「
將
」
の
軽
い
意
味
に
用
い
ら
れ
る
。
よ
っ
て
「
〜
（
せ
ん

と
）
す
」
と
訳
す
の
が
よ
い
。「
君
之
危
若
朝
露
、
尚
將
欲

延
年
�
壽
乎
」（『
史
記
』
商
君
傳
）、
ま
た
「
李
白
乘
舟
將

欲
行
、
忽
聞
岸
上
踏
歌
聲
」（
李
白
「
贈
汪
倫
」
詩
）
参
照
。

【
現
代
語
訳
】

《
本
文
》

文
章
が
こ
の
世
か
ら
絶
え
て
し
ま
わ
な
い
わ
け
は
、（
聖

人
に
よ
っ
て
指
示
さ
れ
た
）
道
の
何
た
る
か
が
明
ら
か
に
さ
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れ
、
政
治
上
の
（
善
）
事
が
書
き
留
め
ら
れ
、
庶
民
の
隠
憂
く
る
し
み

が
察あ
き

ら
か
に
さ
れ
、
人
の
善
意
善
行
が
楽
し
く
語
り
伝
え
ら

れ
る
か
ら
で
あ
る
。
文
章
が
こ
の
よ
う
（
な
内
容
を
も
つ
の
）

で
あ
れ
ば
、
天
下
（
同
時
代
）
が
堯
舜
の
王
道
に
近
づ
き
、

将
来
（
の
天
下
）
が
王
道
に
到
達
す
る
こ
と
に
な
る
わ
け
で

あ
る
か
ら
、（
そ
の
よ
う
な
内
容
を
含
む
文
章
が
）
一
篇
で

も
多
く
あ
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
王
道
が
近
く
な
る
。

だ
が
反
対
に
、
あ
の
怪
力
乱
神
と
い
っ
た
事
柄
だ
の
、
根

拠
の
な
い
言
葉
だ
の
、
受
け
売
り
の
弁
舌
だ
の
、
お
も
ね
り

へ
つ
ら
い
の
表
現
だ
の
か
ら
な
る
文
章
と
な
る
と
、
筆
者
自

身
を
道
徳
の
上
で
墮
落
さ
せ
る
だ
け
で
な
く
、
他
者
に
も
益

す
る
こ
と
は
な
い
の
だ
か
ら
、（
そ
う
し
た
文
章
が
）
一
篇

で
も
多
け
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
多
く
王
道
社
会
へ
の
道
が
阻
害

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。

《
集
釋
》

〔
一
〕
錢
大
�
氏
は
（『
十
駕
斎
養
新
録
』
巻
十
八
《
文
字
不
苟

作
〔
文
は
か
り
そ
め
に
は
作
ら
ざ
れ
〕
》
の
条
で
こ
う
述
べ

て
い
る
、「（
顧
寧
人
は
、
文
は
須
く
天
下
に
益
有
る
べ
き
で

あ
っ
て
、
怪
力
乱
神
の
こ
と
、
…
…
な
ど
の
よ
う
な
の
は

云
々
、
と
言
わ
れ
た
が
）
逆
境
に
身
を
置
く
者
は
天
を
怨
恨

す
る
言
を
吐
い
て
は
な
ら
な
い
。
高
い
地
位
に
あ
る
者
は
傲

慢
な
言
を
吐
い
て
は
な
ら
な
い
。
学
術
を
論
じ
る
者
は
誹
謗

の
言
を
吐
い
て
は
な
ら
な
い
。
人
物
を
論
評
す
る
に
当
っ
て

は
え
こ
贔
屓
の
言
を
吐
い
て
は
な
ら
な
い
」
と
。

〔
二
〕
顧
先
生
は
（
《
人
に
与
え
た
手
紙
》
其
三
で
）
以
下
の

よ
う
に
述
べ
て
居
ら
れ
る
、「
孔
子
が
（
詩
・
書
・
易
・
春

秋
・
礼
・
楽
の
い
わ
ゆ
る
）
六
経
を
整
理
編
纂
な
さ
っ
た
の

は
、（
殷
の
）
伊
尹
や
（
周
の
）
太
公
望
呂
尚
（
と
い
っ
た

名
補
佐
役
た
ち
）
が
水
火
の
中
に
身
を
お
く
よ
う
な
苦
し
み

か
ら
民
を
救
い
だ
そ
う
と
し
た
精
神
と
根
を
一
つ
に
し
て
の

こ
と
だ
っ
た
の
で
あ
り
ま
し
て
、
今
日
、
動
植
物
に
つ
い
て

分
類
解
説
し
て
い
る
だ
け
の
人
々
に
は
、
六
経
に
つ
い
て

云
々
す
る
資
格
な
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
う
い
う
訳
か
ら
、
孔

子
は
「
真
実
は
、
抽
象
的
な
言
葉
で
語
る
よ
り
も
、
具
体
的

な
事
実
と
し
て
示
す
の
が
よ
い
」
と
言
っ
て
い
る
の
で
す
。

い
っ
た
い
『
春
秋
』
な
る
書
は
「
言
葉
」
に
外
な
り
ま
せ
ん

の
に
、
こ
れ
を
〈
具
体
的
な
事
実
〉
な
ど
と
称
し
て
い
る
の
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は
、
こ
れ
が
天
下
（
＝
空
間
）
後
世
（
＝
時
間
）
の
い
ず
れ

に
あ
っ
て
も
民
を
治
め
て
い
く
た
め
の
書
だ
か
ら
、
こ
れ
を

〈
抽
象
的
な
言
葉
〉
と
呼
び
た
く
て
も
そ
れ
は
許
さ
れ
な
い

よ
う
に
し
た
い
、
と
（
孔
子
ご
自
身
が
）
思
わ
れ
た
か
ら
な

の
で
あ
り
ま
す
。
私
は
身
の
ほ
ど
知
ら
ず
で
は
あ
り
ま
す
が
、

こ
う
し
た
こ
と
に
つ
い
て
の
見
識
だ
け
は
持
ち
わ
せ
て
お
り

ま
す
。
そ
れ
で
私
と
致
し
ま
し
て
は
、
お
よ
そ
経
典
の
趣
意

や
時
事
の
問
題
に
関
わ
ら
な
い
文
章
は
金
輪
際
書
き
ま
せ
ん
。

反
対
に
道
理
を
明
ら
か
に
し
人
民
を
救
う
の
で
あ
れ
ば
、
現

代
の
通
弊
で
あ
っ
て
し
か
も
特
定
の
人
々
だ
け
を
と
り
あ
げ

る
の
で
な
い
か
ぎ
り
、
そ
の
よ
う
な
文
章
を
書
く
こ
と
を
避

け
る
つ
も
り
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
。

【
追
記
】

昔
、
孟
浩
然
は
一
介
の
処
士
と
し
て
天
下
を
汗
漫
遠
遊
し
、

随
所
で
諸
名
士
と
唱
和
を
繰
り
返
し
た
末
に
、
郷
里
襄
陽
で
潜

か
に
生
涯
を
終
え
た
。
つ
ま
り
は
、
現
世
で
の
い
わ
ゆ
る
立
功

を
も
立
言
を
も
は
か
ば
か
し
く
し
な
い
ま
ま
に
長
逝
し
て
し
ま

っ
た
わ
け
だ
が
、
彼
の
よ
う
な
人
物
で
す
ら
、
士
た
る
者
の
本

分
を
頌
し
て
、「
已
救
田
家
旱
、
仍
移
俗
化
訛
。
文
章
推
後
輩
、

風
雅
激
頽
波
〔
＝
す
で
に
田
家
を
旱
ひ
で
り
よ
り
救
ひ
、
な
ほ
俗
化
の

訛
を
移
さ
ん
と
す
。
文
章
は
後
輩
を
推
し
、
風
雅
は
頽
波
を
激

ま
さ
ん
〕」（『
陪
盧
明
府
泛
舟
迴
山
作
』
詩
）
と
唱
っ
た
。
こ

こ
に
「
文
章
」
と
言
う
の
は
、「
夫
子
之
文
章
、
可
得
而
聞
矣
」

（『
論
語
』
公
冶
長
）
あ
る
い
は
「
君
子
博
学
於
文
、
約
之
以
禮
」

（
同
、
雍
也
）
の
「
文
章
」
や
「
文
」
と
同
義
、
す
な
わ
ち
六

経
を
根
底
す
る
文
献
を
指
す
で
ろ
う
。「
風
雅
」
は
、
も
ち
ろ

ん
今
日
の
い
わ
ゆ
る
文
学
す
な
わ
ち
文
芸
、
よ
り
具
体
的
に
は

詩
歌
一
般
や
紀
行
文
の
類
を
指
し
て
言
う
。

孟
浩
然
に
お
い
て
す
ら
、
す
で
に
こ
う
で
あ
る
。
後
世
、
い

わ
ゆ
る
「
国
粋
」
意
識
が
高
揚
し
つ
つ
あ
っ
た
い
わ
ゆ
る
中
唐

の
頃
、
時
代
の
申
し
子
と
も
い
う
べ
き
韓
愈
の
発
言
と
も
な
る

と
、「
君
子
居
其
位
、
則
思
死
其
官
、
未
得
位
、
則
思
修
其
辭

以
明
道
、
我
将
以
明
道
、
非
以
爲
直
而
加
人
也
〔
＝
君
子
は
、

し
か
る
べ
き
地
位
に
就
い
た
ら
、
そ
の
官
職
を
全
う
し
よ
う
と

思
う
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
も
し
し
か
る
べ
き
地
位
が
得
ら
れ

な
い
場
合
は
、
言
葉
を
琢
い
て
道
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る

も
の
で
あ
る
。
私
は
道
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
思
っ
て
は
い
る

が
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
私
の
や
り
方
を
正
し
い
と
し
て
他
に
押
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し
つ
け
よ
う
な
ど
と
し
て
い
る
う
わ
け
で
は
な
い
〕」（
《
爭
臣

論
》：

『
韓
昌
黎
文
集
』
巻
十
四
）
と
、
は
る
か
に
政
治
的
な

色
合
い
を
濃
く
す
る
。「
修
（
其
）
辞
」
と
は
言
い
条
、
そ
れ

は
あ
く
ま
で
も
「
明
道
」
の
た
め
の
文
辞
・
作
文
な
の
で
あ
る
。

さ
て
、
こ
こ
に
顧
炎
武
が
四
十
五
歳
の
年
（

、
順
治
十
四

年
丁
酉
）、
い
ま
だ
白
面
の
王
士
　
の
《
秋
柳
》
詩
四
首
に
和

し
た
と
お
ぼ
し
い
一
首
《
賦
得
秋
柳
》
詩
が
あ
る
。

昔
日
金
枝
間
白
花
、
只
今
搖
落
向
天
涯
。

條
空
不
繋
長
征
馬
、
葉
少
難
藏
覓
宿
鴉
。

老
去
桓
公
重
出
塞
、
罷
官
陶
令
乍
歸
家
。

先
皇
玉
座
靈
和
殿
、
涙
灑
西
風
夕
日
斜
。

昔
日
金
枝
に
白
花
間
ま
ば
ら
な
り
し
を
、

只
今
揺
落
し
て
天
涯
に
向
ふ
。

条え
だ

空
し
く
し
て
長
征
の
馬
を
繋
が
ず
、

葉
少
な
く
し
て
覓
宿
の
鴉
を
蔵
し
難
し
。

老
去
っ
て
桓
公
重ま
　

た
塞
を
出
で
、

官
を
罷
て
陶
令
乍
ち
家
に
帰
る
。

先
皇
の
玉
座
霊
和
殿
に
あ
り
、

涙
西
風
に
洒
げ
ば
夕
日
斜
め
な
り
。

王
士
　
の
原
作
は
、
周
知
の
よ
う
に
、
恰
も
モ
ザ
イ
ク
模
様

の
よ
う
な
典
故
の
多
用
ゆ
え
に
、
作
品
主
題
の
所
在
が
定
か
で

な
い
と
の
非
難
を
今
日
な
お
浴
び
が
ち
で
あ
る
。
一
幅
の
風
景

画
で
あ
り
な
が
ら
、
焦
点
の
判
然
し
な
い
遠
近
画
を
見
せ
ら
れ

た
よ
う
な
苛
立
ち
を
人
々
に
覚
え
さ
せ
る
、
と
言
う
の
で
あ
っ

て
、
そ
れ
が
王
士
　
の
い
わ
ゆ
る
「
興
（
＝
神
韻
）」
詩
の
持

味
で
あ
っ
た
。
対
す
る
に
、
顧
炎
武
の
こ
の
「
和
詩
」
は
、
典

故
の
多
用
と
い
う
共
通
点
は
も
つ
も
の
の
、
い
ち
い
ち
の
用
事

に
露
わ
な
寓
意
が
潜
ま
せ
て
あ
る
こ
と
、
一
目
瞭
然
で
あ
る
。

従
っ
て
主
題
の
何
た
る
か
を
見
誤
る
恐
れ
は
ま
っ
た
く
な
い
。

そ
れ
だ
け
達
意
と
言
え
ば
達
意
の
作
た
る
こ
と
に
間
違
い
は
な

い
だ
が
、
同
時
に
味
わ
い
風
氣
に
欠
け
る
所
が
大
き
い
。
数
あ

る
《
秋
柳
》
和
詩
の
中
で
最
も
風
味
に
乏
し
い
部
類
に
属
す
、

と
言
っ
て
過
言
で
な
い
。

顧
炎
武
は
幾
ば
く
か
の
和
詩
を
も
の
し
て
い
る
け
れ
ど
も
、

そ
れ
ら
の
殆
ど
は
こ
の
《
賦
得
秋
柳
》
と
同
曲
で
あ
る
。
原
因

は
も
と
よ
り
彼
の
「
文
」
論
「
文
章
」
観
に
在
る
で
あ
ろ
う
。

要
す
る
に
「
明
道
求
人
」「
經
世
濟
民
」
の
称
揚
こ
そ
が
「
文
」

の
使
命
だ
と
す
る
立
場
で
あ
り
、
こ
の
限
り
で
言
え
ば
、
そ
の

精
神
は
例
の
《
在
延
安
文
藝
座
談
會
上
的
講
話
》
の
如
き
非
文

学
理
論
と
選
ぶ
所
が
な
い
。
韓
愈
を
経
て
孟
子
・
荀
子
に
遡
及
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し
、
終
に
経
書
そ
の
も
の
を
祖
述
す
る
こ
と
へ
と
向
っ
た
以
上
、

そ
の
篇
什
も
ま
た
刻
露
の
方
向
に
傾
く
の
は
当
然
で
あ
る
。

だ
が
、
わ
れ
わ
れ
に
残
さ
れ
た
問
題
は
、
顧
炎
武
の
「
文
」

論
が
か
か
る
傾
向
を
お
び
る
に
至
っ
た
、
そ
の
原
因
を
追
求
す

る
こ
と
で
あ
る
。
次
回
は
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
少
し
く
考
え

て
み
た
い
。
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